
1．はじめに

2018 年 7 月豪雨災害から 4 年あまりが経ち、岡山県倉敷

市真備町の被災地では大半の住民が応急仮設住宅（以下、

仮設住宅）から転出し、2022 年 3 月末の段階では真備町地

区の建設型仮設住宅 7 団地のうちわずかに 3 団地を残すの

みとなっている。一方で、災害公営住宅や自力再建の移転

待ち等の理由で依然として仮設住宅で生活している住民も

いる。しかし、その実態はほとんど明らかにされず、時間

の経過とともに社会的関心が薄れていく中で、仮設住宅に

暮らす被災者の孤立化が進行しており、早急な対応が求め

られる。とりわけ災害弱者である高齢者がどのような問題

に直面し、どのような支援を必要としているのかを明らか

にすることは焦眉の課題である。

　倉敷市真備町の豪雨災害については、これまで水工学や

建築学、地理学、防災研究などの分野において被害実態に

関する研究文 1) 文 2) 文 3) 文 4) や被災住民の避難行動文 5) 文 6) や避

難影響要因文 7) 文 8) 文 9) に関する研究、地域住民の防災意識

や災害対応文 10) 文 11)、リスク認知に関する研究文 12) などが行

われてきたが、上記のような仮設住宅における被災者の生

活実態に関する研究はほとんど行われていない。

　一方、被災地における仮設住宅については、阪神淡路大

震災や東日本大震災、熊本地震等を対象として建築分野に

おいてこれまで多くの研究が蓄積されてきた。そこでは、

とりわけ高齢者の孤独死や社会的孤立が仮設住宅内のコミ

ュニティの希薄化と関連していること文 13) 文 14) 文 15) 文 16) が重

要な問題として指摘され、そうした問題への対応の必要性

が指摘されてきた。筆者ら文 17) 文 18) もそうした問題意識に

基づいて、東日本大震災の被災地を対象として震災前のコ

ミュニティの継続性の違いや仮設住宅におけるコミュニテ

ィ活動が仮設住宅における高齢者の交流関係に大きな影響

を与えていることを明らかにした。

　しかしながら、これらの仮設住宅をめぐる研究の多くは、

仮設住宅に多くの被災者が入居し、支援活動も活発に行わ

れている、いわば復興の最盛期を対象としたものであった。

筆者自身、もっとも多くの入居者が仮設住宅に入居してい

た 2011 〜 2012 年の時期にアンケート調査とインタビュー
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てアンケート調査とインタビュー調査を行った。アンケー

ト調査は 2020 年 8 〜 9 月の調査時Ⅼで入居が☜認された

඲ୡᖏ 103 ᡞに対して調査⚊を㓄ᕸし、そのうち 49 ᡞか

らᅇ⟅をᚓることができた（⾲ 2）。඲యのᅇ཰⋡は 47�6

㸣であるὀ4)。また、アンケート調査の内ᐜは⾲ 3に♧した

アンケート調査の㝿にインタビュー調査の஢ᢎがᚓられた

ィ 25 ேに対してインタビュー調査を実᪋した � ⾲ 4)。イ

ンタビューの内ᐜは⾲ 5 に♧したとおりࡔが、基本的には

ᅇ⟅者に自由にཱྀ㏙してもらうᙧᘧとした。また、本研究

では仮設住宅の高齢者に対する支援の実態を明らかにし、

௒後の支援のあり方を᳨ウするために、65 ṓ以上の高齢者

を対象としてインタビュー調査をおこなった。

���真備町における㟈⅏復興のᴫせ

��1��㑊㞴ᡤ㛤設ࡽ࠿仮設住宅᧔ཤ࡛ࡲ

　2018 年 7 月ึめ㡭、す日本に೵⁫するᱵ雨前⥺とྎ㢼 8

ྕ影響をཷけてす日本一ᖏに大雨がもたらされたことによ

り、7 月 6 日から 7 日にかけて真備町では高ᱱ川水⣔の支

流の㸯つであるᑠ⏣川のሐ防がỴቯし、真備町一ᖏのᗈ⠊

な地域がᾐ水した。඲半ቯのᐙᒇは真備町を中心に倉敷市

内で 5�492 Ჷを㉸え、ᐙをኻった被災者はሐ防Ỵቯにඛ立

ち市内 39 ⟠ᡤに㛤設されていた避難ᡤに移った（⾲ 6）。

ᾐ水から 4 日後の 7 月 11 日には倉敷市災害࣎ࣛンティア

ンターࢭ復興支援࣎ࣛンティアࡧまࠕンター（後のࢭ ）ࠖ

が㛤設され、多くの࣎ࣛンティをཷけ入れることとなった。

対象地域 岡山県倉敷市真備町

調査方法 仮設住宅の住民を個別訪問してインタビュー

調査実施時期 2020年8月〜9月

合計25人（A仮設:4, B仮設:6, C仮設:4, 

　D仮設:4, E仮設:3, F仮設:1, G仮設:1）
調査対象者数

⾲ ㄪᰝのᴫせ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖ࠉ�
対象者 高齢者（高齢前期:65-74歳，高齢後期:75歳〜）

・昨年〜今年の外出・交流について
・昨年〜今年の趣味活動について
・集会所の利用について
・サポートセンターおよび支え合いセンターの利用について
・仮設住宅後の移転先について

インタ

ビュー

の内容

⾲ ㄪᰝのෆᐜ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖ࠉ�

⾲ ㄪᰝのෆᐜࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠉ�

⾲ ㄪᰝのᴫせࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠉ�

対象地域 岡山県倉敷市真備町

配布・回収方法 留め置き調査，後日に調査員が訪問して回収(必要に応じて記入補助)

調査実施時期 2020年8月〜9月

対象仮設住宅 A仮設 B仮設 C仮設 D仮設 E仮設 F仮設 G仮設 全体

設置戸数(戸) 25 35 53 54 27 25 51 270

配布票数(戸)
* 9 24 19 18 14 8 11 103

回収票数(戸) 6 10 12 9 7 1 4 49

回収率(％)
** 66.7 41.7 63.2 50.0 50.0 12.5 36.4 47.6

* 配布票数(戸)は表1の入居戸数(戸)に同じ

** 回収率(％)は配布票数(入居戸数)に対する回収票数の割合

⾲ ࡛ࡲ仮設住宅᧔ཤࡽ࠿㑊㞴ᡤ㛤設ࠉ�

摘要

2018年 7月6日 倉敷市内に避難所開設（39箇所）

7月7日 小田川堤防決壊、洪水発生

7月11日 倉敷市災害ボランティアセンター開設

（まび復興支援ボランティアセンター）

7月17日 借上型仮設住宅の申し込み受付開始

7月31日 建設型仮設住宅の申し込み受付開始

9月8日 建設型仮設住宅への入居開始

10月1日 岡山県くらし復興サポートセンター、

倉敷市真備支えあいセンター開所

12月13日 倉敷市内のすべての避難所閉鎖

2020年 3月 まび復興支援ボランティアセンター閉鎖

9月 G仮設団地の一部を撤去

2021年 10月 A仮設団地、B仮設団地を撤去

G仮設団地の残りを撤去

2022年 1月 C仮設団地を撤去

年月日

属性  性別・年齢・就労状況・同居人数・同居人構成・ご家族

現在の仮設住宅  暮らしやすさ・縮小への不安・不安内容・いつまで住めるか・強制的退去への不安

仮設住宅集会所  利用の変化・イベントの頻度・イベントの種類・希望する活用法・移転後の利用

復興サポート支援センター  相談相手・交代・役割・改善したか・必要性・期待する支援内容

移転先
 移転の決定・種類・時期・予定通りか・体験したこと・暮らしやすさ・引越しや今後の
不安・移転が決まらない方の希望・決まっていない理由・災害公営住宅・自力再建移転

行政の対応  満足度・対応の変化の有無・改善された点、されてない点

みなし仮設  みなし仮設にいたか・満足度・満足した点・不満

外出  外出先・移動方法・目的・付き添う人物・外出頻度

趣味・習い事  趣味の有無・利用頻度・利用場所

交友関係  交友関係の増減・仮設住宅内の交流・仮設住宅外の交流

移動販売  利用希望・利用日時と場所・思うこと・困っていること・改善してほしいこと

今後の生活  仮設住宅内の住人とこれからも暮らしたいか

6
5
歳
以
上

全
体

をおこない、仮設住宅における高齢者の生活実態やコミュ

ニティの≧ἣをᢕᥱしようとした。しかしながら入居者の

孤立化やコミュニティの弱య化が最も㢧ⴭとなるのは、ࡴ

しࢁ仮設住宅から自୺再建や災害公営住宅、㞟団防災移転

地等への転出者がቑえ、行ᨻやእ部団యによる支援活動も

ῶᑡするいわば復興後期においてであると⪃えられる。災

害ᩆຓἲでᐃめられた 2 年間の౪与期間の期㝈が㏕りὀ 1)、

仮設住宅から転出する入居者がቑえていく中でも、経῭的

理由やᐙᗞの≧ἣ等によりᐜ᫆に転出できない入居者は仮

設住宅にとどまらࡊるをえない。そのようなேࠎに対して

どのような支援がྍ⬟となるのか。このⅬは、復興後期に

おける仮設住宅の㐺ษなࠕ㛢ࡌ方ࠖを᳨ウするという問題

としても重要であると⪃えられる。

　本✏で研究の対象とする岡山県倉敷市真備町（以下、真

備町）の仮設住宅では、後にヲしくぢるように、転出者の

ቑຍとともに入居者に対する支援は༑分にᥦ౪されず、時

間の経過とともに社会的関心もḟ➨に薄れつつある≧ἣに

ある。そうした中で、仮設住宅で暮らす被災者たちは復興

からྲྀり残され、社会的にも孤立を῝めつつある。真備町

の仮設住宅における被災者が直面する問題Ⅼを明らかにす

ることは、復興後期における支援のあり方について⪃える

うえで重要な研究課題であると⪃えられる。

　以下では、真備町の 7 地区の仮設住宅を対象として⌧地

調査を行い、仮設住宅の入居実態を明らかにするとともに、

入居者へのアンケート調査およࡧインタビュー調査を㏻ࡌ

て入居者、とりわけ仮設住宅入居者の大半を༨める高齢者

が直面する問題を明らかにすることで、復興後期における

仮設住宅の入居者支援についてのᡭがかりをᚓることを┠

的とする。

���◊✲ᑐ㇟とㄪᰝ方ἲ

��1��◊✲ᑐ㇟

�真備町は 2018 年 7 月豪雨によって被害をཷけた被災地で

あり、2019 年 2 月 28 日時Ⅼで඲ᅜにおける市町ᮧู死者

ᩘが最大となった倉敷市は死者 52 ྡ、そのうち真備町が

死者 51 ྡと大半を༨めていた。また、2018 年 8 月 29 日時

Ⅼで倉敷市のᐙᒇ被害は඲半ቯなど⣙ 5 ༓Ჷであり、早急

な仮設住宅の設⨨が求められた。2018 年 9 月 30 日時Ⅼで

は真備町内に 7地区、266 ᡞの仮設住宅が建設された。

　仮設住宅への入居はᙜึ㸰年間のணᐃであり、すでに自

宅を再建したり民間の㈤㈚住宅や災害公営住宅に移るேが

ቑえていく中で、前㏙のように移転ඛがỴまらず仮設住宅

での生活が㛗期化するྍ⬟性のあるேもぢられる。

　そうした中で、仮設住宅の被災者支援のᶵ関として、倉

敷市はࠕ倉敷市真備支えྜいࢭンター （ࠖ以下、支えྜい

ンࢭート࣏ࢧ岡山県くらし復興ࠕンター）を、岡山県はࢭ

ター （ࠖ以下、࣏ࢧートࢭンター）をそれࡒれ設⨨し、お

ᅔりࡈとゎỴのための┦ㄯ活動と、孤立やᘬきこもり防Ṇ

をᅗるためのゼ問活動、住民間のつながりをసり出すため

の居ሙᡤづくりを┠的として支援活動をᒎ㛤しているὀ 2)。

　しかしながら。᪂₲県中㉺地震や東日本大震災の㝿に仮

設住宅にే設された高齢者等࣏ࢧートᣐⅬのような高齢者

への⚟♴ࢧービスのᥦ౪と連動した支援活動は真備町にお

いては行われなかった。

　本研究で対象とする 7 つの仮設住宅（⾲㸯）は、いずれ

も2018年 8月〜 9月に╔工、入居㛤ጞとなったものである。

仮設住宅の入居に㝿して、ᐙ᪘や知りྜい等でྠࡌ仮設住

宅を希ᮃし入居したே以እは。基本的にᢳ㑅によって入居

者がỴめられている。そのため、それࡒれの仮設住宅は␗

なる被災地区からᢳ㑅によって㑅ばれた住民でᵓᡂされて

おり、基本的にはどの仮設住宅においてもඖࠎの地域コミ

ュニティを継続してしない≧態からのጞまりであった。ま

た、⾲ 1 に♧されるように、いずれの仮設住宅においても

自἞会は⤖ᡂされていないが、す࡭ての仮設住宅に㞟会ᡤ

もしくはㄯヰᐊが設⨨されておりὀ3)、後㏙のように一部の

仮設住宅では住民の交流やイ࣋ントの㛤ദにこれらの㞟会

ᡤ・ㄯヰᐊが฼⏝されているが、あまり฼⏝されていない

仮設住宅もみられた。

�����ㄪᰝ方ἲ

�本研究では真備町の㸵つの仮設住宅の入居者を対象とし

⾲ る仮設住宅のᴫせ࡞ᑐ㇟とࠉ1

対象仮設住宅 A仮設 B仮設 C仮設 D仮設 E仮設 F仮設 G仮設

設置戸数(戸) 25 35 53 54 27 25 51

入居戸数(戸)
* 9 24 19 18 14 8 11

入居開始時期 2018年9月 2018年9月 2018年9月 2018年9月 2018年9月 2018年9月 2018年9月

トレーラー

ハウス

集会所/談話室 談話室 談話室 集会所 集会所 談話室 談話室 集会所

自治会の有無 無し 無し 無し 無し 無し 無し 無し

立地状況 小学校隣 小学校隣 工場隣接地元運動公園 元運動公園 小学校隣 福祉施設隣

* 入居戸数は2020年8月の調査時に空室ではないことを確認できた戸数

プレハブ構造 木造 木造 プレハブ プレハブ プレハブ
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てアンケート調査とインタビュー調査を行った。アンケー

ト調査は 2020 年 8 〜 9 月の調査時Ⅼで入居が☜認された

඲ୡᖏ 103 ᡞに対して調査⚊を㓄ᕸし、そのうち 49 ᡞか

らᅇ⟅をᚓることができた（⾲ 2）。඲యのᅇ཰⋡は 47�6

㸣であるὀ4)。また、アンケート調査の内ᐜは⾲ 3に♧した

アンケート調査の㝿にインタビュー調査の஢ᢎがᚓられた

ィ 25 ேに対してインタビュー調査を実᪋した � ⾲ 4)。イ

ンタビューの内ᐜは⾲ 5 に♧したとおりࡔが、基本的には

ᅇ⟅者に自由にཱྀ㏙してもらうᙧᘧとした。また、本研究

では仮設住宅の高齢者に対する支援の実態を明らかにし、

௒後の支援のあり方を᳨ウするために、65 ṓ以上の高齢者

を対象としてインタビュー調査をおこなった。

���真備町における㟈⅏復興のᴫせ

��1��㑊㞴ᡤ㛤設ࡽ࠿仮設住宅᧔ཤ࡛ࡲ

　2018 年 7 月ึめ㡭、す日本に೵⁫するᱵ雨前⥺とྎ㢼 8

ྕ影響をཷけてす日本一ᖏに大雨がもたらされたことによ

り、7 月 6 日から 7 日にかけて真備町では高ᱱ川水⣔の支

流の㸯つであるᑠ⏣川のሐ防がỴቯし、真備町一ᖏのᗈ⠊

な地域がᾐ水した。඲半ቯのᐙᒇは真備町を中心に倉敷市

内で 5�492 Ჷを㉸え、ᐙをኻった被災者はሐ防Ỵቯにඛ立

ち市内 39 ⟠ᡤに㛤設されていた避難ᡤに移った（⾲ 6）。

ᾐ水から 4 日後の 7 月 11 日には倉敷市災害࣎ࣛンティア

ンターࢭ復興支援࣎ࣛンティアࡧまࠕンター（後のࢭ ）ࠖ

が㛤設され、多くの࣎ࣛンティをཷけ入れることとなった。

対象地域 岡山県倉敷市真備町

調査方法 仮設住宅の住民を個別訪問してインタビュー

調査実施時期 2020年8月〜9月

合計25人（A仮設:4, B仮設:6, C仮設:4, 

　D仮設:4, E仮設:3, F仮設:1, G仮設:1）
調査対象者数

⾲ ㄪᰝのᴫせ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖ࠉ�
対象者 高齢者（高齢前期:65-74歳，高齢後期:75歳〜）

・昨年〜今年の外出・交流について
・昨年〜今年の趣味活動について
・集会所の利用について
・サポートセンターおよび支え合いセンターの利用について
・仮設住宅後の移転先について

インタ

ビュー

の内容

⾲ ㄪᰝのෆᐜ࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖ࠉ�

⾲ ㄪᰝのෆᐜࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠉ�

⾲ ㄪᰝのᴫせࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࠉ�

対象地域 岡山県倉敷市真備町

配布・回収方法 留め置き調査，後日に調査員が訪問して回収(必要に応じて記入補助)

調査実施時期 2020年8月〜9月

対象仮設住宅 A仮設 B仮設 C仮設 D仮設 E仮設 F仮設 G仮設 全体

設置戸数(戸) 25 35 53 54 27 25 51 270

配布票数(戸)
* 9 24 19 18 14 8 11 103

回収票数(戸) 6 10 12 9 7 1 4 49

回収率(％)
** 66.7 41.7 63.2 50.0 50.0 12.5 36.4 47.6

* 配布票数(戸)は表1の入居戸数(戸)に同じ

** 回収率(％)は配布票数(入居戸数)に対する回収票数の割合

⾲ ࡛ࡲ仮設住宅᧔ཤࡽ࠿㑊㞴ᡤ㛤設ࠉ�

摘要

2018年 7月6日 倉敷市内に避難所開設（39箇所）

7月7日 小田川堤防決壊、洪水発生

7月11日 倉敷市災害ボランティアセンター開設

（まび復興支援ボランティアセンター）

7月17日 借上型仮設住宅の申し込み受付開始

7月31日 建設型仮設住宅の申し込み受付開始

9月8日 建設型仮設住宅への入居開始

10月1日 岡山県くらし復興サポートセンター、

倉敷市真備支えあいセンター開所

12月13日 倉敷市内のすべての避難所閉鎖

2020年 3月 まび復興支援ボランティアセンター閉鎖

9月 G仮設団地の一部を撤去

2021年 10月 A仮設団地、B仮設団地を撤去

G仮設団地の残りを撤去

2022年 1月 C仮設団地を撤去

年月日

属性  性別・年齢・就労状況・同居人数・同居人構成・ご家族

現在の仮設住宅  暮らしやすさ・縮小への不安・不安内容・いつまで住めるか・強制的退去への不安

仮設住宅集会所  利用の変化・イベントの頻度・イベントの種類・希望する活用法・移転後の利用

復興サポート支援センター  相談相手・交代・役割・改善したか・必要性・期待する支援内容

移転先
 移転の決定・種類・時期・予定通りか・体験したこと・暮らしやすさ・引越しや今後の
不安・移転が決まらない方の希望・決まっていない理由・災害公営住宅・自力再建移転

行政の対応  満足度・対応の変化の有無・改善された点、されてない点

みなし仮設  みなし仮設にいたか・満足度・満足した点・不満

外出  外出先・移動方法・目的・付き添う人物・外出頻度

趣味・習い事  趣味の有無・利用頻度・利用場所

交友関係  交友関係の増減・仮設住宅内の交流・仮設住宅外の交流

移動販売  利用希望・利用日時と場所・思うこと・困っていること・改善してほしいこと

今後の生活  仮設住宅内の住人とこれからも暮らしたいか

6
5
歳
以
上

全
体
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の✵きᐊ≧ἣを♧したもので、最も✵きᐊ⋡がపい % 仮設

（31�4㸣）から最も高い * 仮設（78�4㸣）までᵝࡔࠎが、7

仮設住宅のうち 5 仮設住宅が 6 ๭以上の✵きᐊ⋡を♧して

おり、඲యとして✵きᐊ⋡が高い≧ἣである。その中でも、

ẚ㍑的✵きᐊ⋡のపい % 仮設や ( 仮設では、㞟会ᡤおよࡧ

ㄯヰᐊがẚ㍑的よく฼⏝されており、ḟ⠇でぢるようにྛ

✀のイ࣋ントが㛤ദされ、入居者が㞟まるᶵ会も多い。

�����㞟఍ᡤ㸭ㄯヰᐊの฼⏝≧ἣ

　2020 年 6 月から 9 月にかけてྛ仮設住宅の㞟会ᡤおよ

⾲ㄯヰᐊで㛤ദされた୺なイ࣋ントの一ぴをࡧ 8 に♧した

ὀ 5)。真備町の仮設住宅で㛤ദされている୺なイ࣋ントは、

୺ദ者ูに大きく分けて、仮設住宅の住民自身によるもの

と、እ部の࣎ࣛンティア団యや市民団యによるもの、市ᙺ

ᡤや社会⚟♴༠㆟会によるものに区分される。౛えば $ 仮

設住宅のㄯヰᐊで㛤ദされた୐ኤ㣭りసりは仮設住宅の住

民自身によって行われているものであるが、このように仮

設住宅の住民自身がおこなうイ࣋ントは௚の仮設住宅では

みられなかった。一方、እ部の࣎ࣛンティア団యやまちづ

くり᥎進༠㆟会などの市民団యが行うイ࣋ントはྛ✀のࢧ

ࣟンやࣚー࢞⒪ἲ、࢝ࣛ࢜ケ会などいくつかぢられた。ま

た、市ᙺᡤや社会⚟♴༠㆟会（支えྜいࢭンターをྵࡴ）

によるものとしては移動ᅗ᭩㤋（倉敷市立ᅗ᭩㤋の㐠営）、

୕さんࣟࢧン（社会⚟♴༠㆟会の㐠営）などがあࡆられる。

　前㏙の✵きᐊ⋡が最もపい % 仮設ではእ部࣎ࣛンティア

によるࣟࢧンがẖ月㛤ദされ、多くの入居者がཧຍしてい

る。また、㞄りྜう敷地に㞄᥋する ' 仮設と ( 仮設ではྜ

ྠでイ࣋ントが㛤ദされることが多く、市ᙺᡤや社会⚟♴

༠㆟会ࡔけでなくእ部࣎ࣛンティアによるイ࣋ントも㛤ദ

され、支援者と入居者との交流も盛んである。一方、✵き

ᐊ⋡が最も高い * 仮設では社会⚟♴༠㆟会によるイ࣋ント

が 2 ᅇ㛤ദされたのみで、እ部の支援団యによるイ࣋ント

はみられなかった。8 ๭㏆い入居者がすでに移転してしま

ったこともあり、㞟会ᡤもほとんど฼⏝されていないᵝ子

がぢられた。もっとも、⪺きྲྀりによれば᪂型コࣟ࢘ࢼィ

ࣝスឤᰁ対⟇の影響により多くのイ࣋ントや㞟会が自⢔や

中Ṇとなったとのことで、௒ᅇの調査⤖ᯝを༢⣧に一⯡化

することはできないとᛮわれる。

�����支࣮ࢱࣥࢭ࠸ྜ࠼㸭࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧの支援άື

　倉敷市の支えྜいࢭンターと岡山県の࣏ࢧートࢭンター

による୺な支援活動は、スタࣇࢵ（ぢᏲり連⤡ဨ）による

仮設住宅のᡞูゼ問とそこでのぢᏲりやおᅔりࡈと┦ㄯ、

行ᨻࢧービスの⤂௓、イ࣋ント᝟ሗや生活᝟ሗのᥦ౪であ

A仮設 B仮設 C仮設 D仮設

E仮設 F仮設 G仮設

凡例

在室

空室

集会所/談話室

仮設住宅 空室数 在室数 計 空室率

A仮設 16 9 25 64.0

B仮設 11 24 35 31.4

C仮設 34 19 53 64.2

D仮設 36 18 54 66.7

E仮設 13 14 27 48.1

F仮設 17 8 25 68.0

G仮設 40 11 51 78.4

合計 167 103 270 61.9

⾲ ⋠ᐊࡁ✵真備町の仮設住宅のࠉ�

2020 年 8 月の⌧地調査により筆者సᡂ
ᅗ �����真備町の仮設住宅の入居≧ἣのぢྲྀりᅗ㸦ࠉ� ᖺ � ᭶㸧

月 A仮設住宅 B仮設住宅 C仮設住宅 D仮設住宅 E仮設住宅 F仮設住宅 G仮設住宅

6月 おしゃべりサロン 七夕飾り作り

7月

七夕飾り作り　

さんさんリフ

レッシュサロン

おしゃべりサロン 移動図書館 移動図書館 移動図書館

談話会　　　

カラオケ会　

刃物研ぎ

8月
さんさんリフ

レッシュサロン
おしゃべりサロン

移動図書館　　　

さんさんリフレッ

シュサロン

ヨーガ療法　

移動図書館

ヨーガ療法　

移動図書館

談話会

談話会　　　

カラオケ会

9月 三さんサロン

おしゃべりサロン

三さんサロン　　　

お茶会

移動図書館　　　

さんさんリフレッ

シュサロン

ヨーガ療法 ヨーガ療法 三さんサロン 三さんサロン

イベント主催者　橙字：仮設住宅住民　　赤字：外部ボランティア・市民団体　　青字：市役所・社会福祉協議会

現地調査および聞き取りにより筆者作成

⾲ ����㸦ࢺࣥ࣋࢖࡞୺ࡓࢀࡉ仮設住宅࡛㛤ദࠉ� ᖺ � ᭶ࠥ �᭶㸧

7 月 17 日からは೉上型仮設住宅（みなし仮設）の⏦し㎸み

ཷ௜がጞまり、7 月 31 日からは建設型仮設住宅の⏦し㎸み

ཷ௜もጞまった。急ࢳࢵࣆで建設型仮設住宅のᩚ備を行い、

9月 8日から実㝿の入居もጞまった。

　このようなࣁード面の復興஦ᴗが進ࡴことと୪行して、

行ᨻにおいても復興支援のయไづくりが進められ、10 月 1

日から前㏙の࣏ࢧートࢭンター（岡山県）と支えྜいࢭン

ター（倉敷市）が㛤設され、本᱁的な復興支援஦ᴗを進め

ることとなった。そしてྠ年の 12 月 13 日には倉敷市内の

す࡭ての避難ᡤが㛢㙐され、仮設住宅での生活がጞまった。

その後、2019 年ᗘには上記の࣏ࢧートࢭンターや支えྜい

て多くの支援団యも真備町入りして、さまࡌンターを㏻ࢭ

まな支援஦ᴗがᒎ㛤された。しかし、2020ࡊ 年に入ると自

宅の自୺再建や民間㈤㈚住宅の活⏝により仮設住宅から転

出するୡᖏもቑえጞめたことや、᪂型コࣟ࢘ࢼィࣝスឤᰁ

⑕の影響で多くの支援団యが活動の⦰ᑠをవ൤なくされた

ことなどにより、ྠ年 3 月にはまࡧ復興支援࣎ࣛンティア

ンターも㛢㙐された。こうした≧ἣを⫼ᬒとして、ྠ年ࢭ

9 月には * 仮設の一部が㛢㙐・᧔ཤされ、⩣ 2021 年 10 月

には $ 仮設と % 仮設、そして * 仮設の残りの住宅が㛢㙐・

᧔ཤされ、2022 年 1 月には & 仮設も㛢㙐・᧔ཤされ、2022

年 4 月⌧ᅾ、残りは '仮設、(仮設、)仮設の 3つとなった。

�����倉敷市ෆの仮設住宅の≉ᚩ

　ᅗ㸯は岡山県内の仮設住宅ᡞᩘの᥎移を建設型仮設住宅

と೉上型仮設住宅（みなし仮設）に分けて♧したものであ

る。このᅗから明らかなように、岡山県内の仮設住宅の大

半は೉上型仮設住宅であり、最もᡞᩘが多い 2018 年 11 月

の時Ⅼでは建設型仮設が 298 ᡞであるのに対し、೉上型

仮設は 3�117 ᡞと 10 ಸ以上のᩘであることがわかる。ま

た、建設型仮設はそのほとんどが真備町࿘㎶に立地するの

に対し、೉上型仮設は真備町以እの倉敷市内と࿘㎶市町ᮧ

に分ᩓしている。このように、岡山県の 2018 年 7 月豪雨

災害被災地において≉に೉上型仮設住宅の๭ྜが大きいの

は、ᾐ水被害を被った⠊ᅖが真備町࿘㎶の地域に㝈られて

おり、それ以እの倉敷市内はほとんど被害をཷけておらず、

㇏ᐩな住宅ストࢵクがあったことがこうした≧ἣの⫼ᬒに

あると⪃えられる。このⅬは、多くの᪤Ꮡ市⾤地がἢᓊ部

のᖹ野に立地していたために地震後のὠἼによって⏒大な

被害をཷけた東日本大震災被災地と大きく␗なるⅬであ

る。

　一方、建設型仮設住宅のᡞᩘと入居者ᩘの᥎移を♧した

ものがᅗ 2 である。㈨ᩱのไ⣙上、ࢹータの入ᡭ時Ⅼに೫

りがあるが、2018 年 11 月の仮設住宅ᡞᩘのࣆーク時から

ẚ࡭ると、筆者らが⌧地調査をおこなった 2020 年 8 〜 9

月はᡞᩘにおいて半分以下、入居者ᩘにおいては 1�3 以下

にῶᑡしており、半ᩘ以上のேࠎが仮設住宅を出て、自୺

再建住宅や民間㈤㈚住宅、災害公営住宅等に移行しており、

すでに住まいの復興段階は後期に入っていることが᥎ᐹさ

れる。

���仮設住宅の入居実態と支援άືのᴫせ

��1��仮設住宅の入居実態

　前㏙のように、真備町では仮設住宅を出て、自力再建し

た自宅や災害公営住宅に移転するேがቑえてきた。その⤖

ᯝ、㸵地区の仮設住宅でもすでに半ᩘ以上の入居者が㏥ཤ

してしまったとこࢁもある。ᅗ 3 およࡧ⾲ 7 はྛ仮設住宅
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ฟ඾㸸ᒸᒣ┴ࡋࡽࡃ復興ࡽ࠿ࢱ࣮ࢹࠕ࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧぢる⿕⅏者

の⌧≧ࠖKWWSV���NXUDVKL�IXNXVKLRND\DPD�RU�MS�IRU�VXSSRUWHU�

GDWDࠉ�㸦᭱⤊㜀ぴ᪥㸸���� ᖺ � ᭶ � ᪥㸧

ฟ඾㸸倉敷市真備支ࠕ࣮࠙ࢱࣥࢭ࠸ྜ࠼ お▱ࠚࡏࡽ倉敷市のᛂᛴ

仮設住宅ཬࡧᛂᛴಟ⌮の≧ἣにྛ࡚ࠖ࠸ࡘᖺ∧

KWWSV���NXUDVKLNLV\DN\R�RU�MS�PDELVDVDHDL�࠙お▱ࠚࡏࡽ倉敷市

のᛂᛴ仮設住宅ཬࡧᛂᛴಟ⌮ �㸦᭱⤊㜀ぴ᪥㸸���� ᖺ � ᭶ � ᪥㸧
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の✵きᐊ≧ἣを♧したもので、最も✵きᐊ⋡がపい % 仮設

（31�4㸣）から最も高い * 仮設（78�4㸣）までᵝࡔࠎが、7

仮設住宅のうち 5 仮設住宅が 6 ๭以上の✵きᐊ⋡を♧して

おり、඲యとして✵きᐊ⋡が高い≧ἣである。その中でも、

ẚ㍑的✵きᐊ⋡のపい % 仮設や ( 仮設では、㞟会ᡤおよࡧ

ㄯヰᐊがẚ㍑的よく฼⏝されており、ḟ⠇でぢるようにྛ

✀のイ࣋ントが㛤ദされ、入居者が㞟まるᶵ会も多い。

�����㞟఍ᡤ㸭ㄯヰᐊの฼⏝≧ἣ

　2020 年 6 月から 9 月にかけてྛ仮設住宅の㞟会ᡤおよ

⾲ㄯヰᐊで㛤ദされた୺なイ࣋ントの一ぴをࡧ 8 に♧した

ὀ 5)。真備町の仮設住宅で㛤ദされている୺なイ࣋ントは、

୺ദ者ูに大きく分けて、仮設住宅の住民自身によるもの

と、እ部の࣎ࣛンティア団యや市民団యによるもの、市ᙺ

ᡤや社会⚟♴༠㆟会によるものに区分される。౛えば $ 仮

設住宅のㄯヰᐊで㛤ദされた୐ኤ㣭りసりは仮設住宅の住

民自身によって行われているものであるが、このように仮

設住宅の住民自身がおこなうイ࣋ントは௚の仮設住宅では

みられなかった。一方、እ部の࣎ࣛンティア団యやまちづ

くり᥎進༠㆟会などの市民団యが行うイ࣋ントはྛ✀のࢧ

ࣟンやࣚー࢞⒪ἲ、࢝ࣛ࢜ケ会などいくつかぢられた。ま

た、市ᙺᡤや社会⚟♴༠㆟会（支えྜいࢭンターをྵࡴ）

によるものとしては移動ᅗ᭩㤋（倉敷市立ᅗ᭩㤋の㐠営）、

୕さんࣟࢧン（社会⚟♴༠㆟会の㐠営）などがあࡆられる。

　前㏙の✵きᐊ⋡が最もపい % 仮設ではእ部࣎ࣛンティア

によるࣟࢧンがẖ月㛤ദされ、多くの入居者がཧຍしてい

る。また、㞄りྜう敷地に㞄᥋する ' 仮設と ( 仮設ではྜ

ྠでイ࣋ントが㛤ദされることが多く、市ᙺᡤや社会⚟♴

༠㆟会ࡔけでなくእ部࣎ࣛンティアによるイ࣋ントも㛤ദ

され、支援者と入居者との交流も盛んである。一方、✵き

ᐊ⋡が最も高い * 仮設では社会⚟♴༠㆟会によるイ࣋ント

が 2 ᅇ㛤ദされたのみで、እ部の支援団యによるイ࣋ント

はみられなかった。8 ๭㏆い入居者がすでに移転してしま

ったこともあり、㞟会ᡤもほとんど฼⏝されていないᵝ子

がぢられた。もっとも、⪺きྲྀりによれば᪂型コࣟ࢘ࢼィ

ࣝスឤᰁ対⟇の影響により多くのイ࣋ントや㞟会が自⢔や

中Ṇとなったとのことで、௒ᅇの調査⤖ᯝを༢⣧に一⯡化

することはできないとᛮわれる。

�����支࣮ࢱࣥࢭ࠸ྜ࠼㸭࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧの支援άື

　倉敷市の支えྜいࢭンターと岡山県の࣏ࢧートࢭンター

による୺な支援活動は、スタࣇࢵ（ぢᏲり連⤡ဨ）による

仮設住宅のᡞูゼ問とそこでのぢᏲりやおᅔりࡈと┦ㄯ、

行ᨻࢧービスの⤂௓、イ࣋ント᝟ሗや生活᝟ሗのᥦ౪であ

A仮設 B仮設 C仮設 D仮設

E仮設 F仮設 G仮設

凡例

在室

空室

集会所/談話室

仮設住宅 空室数 在室数 計 空室率

A仮設 16 9 25 64.0

B仮設 11 24 35 31.4

C仮設 34 19 53 64.2

D仮設 36 18 54 66.7

E仮設 13 14 27 48.1

F仮設 17 8 25 68.0

G仮設 40 11 51 78.4

合計 167 103 270 61.9

⾲ ⋠ᐊࡁ✵真備町の仮設住宅のࠉ�

2020 年 8 月の⌧地調査により筆者సᡂ
ᅗ �����真備町の仮設住宅の入居≧ἣのぢྲྀりᅗ㸦ࠉ� ᖺ � ᭶㸧

月 A仮設住宅 B仮設住宅 C仮設住宅 D仮設住宅 E仮設住宅 F仮設住宅 G仮設住宅

6月 おしゃべりサロン 七夕飾り作り

7月

七夕飾り作り　

さんさんリフ

レッシュサロン

おしゃべりサロン 移動図書館 移動図書館 移動図書館

談話会　　　

カラオケ会　

刃物研ぎ

8月
さんさんリフ

レッシュサロン
おしゃべりサロン

移動図書館　　　

さんさんリフレッ

シュサロン

ヨーガ療法　

移動図書館

ヨーガ療法　

移動図書館

談話会

談話会　　　

カラオケ会

9月 三さんサロン

おしゃべりサロン

三さんサロン　　　

お茶会

移動図書館　　　

さんさんリフレッ

シュサロン

ヨーガ療法 ヨーガ療法 三さんサロン 三さんサロン

イベント主催者　橙字：仮設住宅住民　　赤字：外部ボランティア・市民団体　　青字：市役所・社会福祉協議会

現地調査および聞き取りにより筆者作成

⾲ ����㸦ࢺࣥ࣋࢖࡞୺ࡓࢀࡉ仮設住宅࡛㛤ദࠉ� ᖺ � ᭶ࠥ �᭶㸧
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とᅇ⟅したேに、その理由をᑜࡡたとこࢁ、前者について

はࠕᐙ᪘が㏆くにいるから ㏆くに知りྜいが居てຓけࠕࠖ

ྜえるからࠖというᅇ⟅が多くᚓられたのに対し、後者に

ついてはࠕ㏆くに知りྜいがいないからࠖというᅇ⟅が多

くᚓられた。一方で、ࠕ㏆くにᗑがある㸭ないࠖやࠕ交㏻

の౽がⰋい㸭ᝏいࠖなどの生活⎔ቃのㅖ要因を暮らしやす

いかྰかの理由としてあࡆるேはᑡなかった。たࡔし、こ

れらの設問へのᅇ⟅においては↓ᅇ⟅の๭ྜが半ᩘあまり

にのࡰったため、ࠕ暮らしやすさࠖの理由については⪃ᐹ

の対象から㝖እした。

�����仮設住宅㞟఍ᡤの฼⏝に࡚࠸ࡘ

　ḟに、ࠕ仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊを⌧ᅾ฼⏝しているかࠖ

とᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 8 に♧すように、඲యでみるとࠕ฼⏝

していないࠖの意ぢが 46㸣と半ᩘ㏆くを༨めていることが

わかる。年齢ูにぢると、64 ṓ以下のୡ௦と 75 ṓ以上は

㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの฼⏝者が 25 〜 31㸣にとどまるが、65 ṓ

㹼 74 ṓは半ᩘ㏆くの 47㸣のேが㞟会ᡤ・ㄯヰᐊを฼⏝し

ていることがわかる。前㏙のように、㞟会ᡤやㄯヰᐊの฼

⏝は仮設住宅によって大きく␗なるので、一ᴫに඲య的な

ഴྥを一⯡化することはできないが、඲యとしては真備町

の仮設住宅において㞟会ᡤやㄯヰᐊが積ᴟ的に฼⏝されて

いるとはゝい難いഴྥがわかる。

���� 支࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧ࣭࣮ࢱࣥࢭ࠸ྜ࠼の฼⏝に࡚࠸ࡘ

　前㏙のように、支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターな

どの自἞య（倉敷市㸪岡山県）によって設⨨された支援ᶵ

関は、仮設住宅住民のおᅔりࡈと┦ㄯやヰし┦ᡭとしての

ᙺ๭が期待されているが、住民自身はこのような支援ᶵ関

についてどのように⪃えているのか、アンケートでᑜࡡて

みた。たࡔし、本⠇でྲྀり上ࡆるアンケート⤖ᯝにおいて

はࠕ↓ᅇ⟅ࠖやࠕわからないࠖの๭ྜが半ᩘ㏆くにのࡰっ

ており、ᩘ㔞的なアンケート⤖ᯝのみでㄝ明しうることは

㝈られている。そこで、このⅬについては後㏙のインタビ

ュー調査の㉁的な分ᯒで⿵㊊することとする。

　まず、ࠕᅔったときの┦ㄯ┦ᡭはㄡですかࠖとᑜࡡたと

こྠࠕ、ࢁ居しているᐙ᪘ るࡆ居しているᐙ᪘ࠖをᣲูࠕࠖ

ேが多く、支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターのスタࢵ

たேはࡆをᣲࣇ 64 ṓ以下のୡ௦のࡈく一部（8㸣）にとど

まった。そこで、ࠕ支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンター

に期待することࠖをᑜࡡたとこࠕ、ࢁ行ᨻの᝟ሗややりと

りの௙方を教えてほしいࠖという意ぢが最も多く、年齢ู

でみると高齢者ୡ௦ではࠕ⚟♴᝟ሗを教えてほしい ┦ࠕࠖ、

ㄯ┦ᡭになってほしい とࠖいった意ぢも一部でみられたが、

64 ṓ以下の⌧ᙺୡ௦ではࠕᅔっていることを行ᨻにఏえて

ほしいࠖという要ᮃのኌが⪺かれた（19㸣）。たࡔし、後

㏙のインタビュー調査によれば、そもそも支えྜいࢭンタ

ーや࣏ࢧートࢭンターを฼⏝したことがないし、よく知ら

ないというேもおり、必ずしもこのような公的な支援ᶵ関

のᏑᅾやᙺ๭が࿘知されていないようにᛮわれる。

　以上の⤖ᯝを㋃まえると、支えྜいࢭンターや࣏ࢧート

ンターなどの支援ᶵ関に対しては、その本᮶の┠的の㸯ࢭ

つであるおᅔりࡈと┦ㄯやヰし┦ᡭなどよりも、行ᨻから

の᝟ሗᥦ౪や行ᨻと住民のᶫΏしのようなᙺ๭が期待され

ているとゝえるࢁࡔう。

�����仮設住宅ࡽ࠿の⛣㌿ඛに࡚࠸ࡘ

　ḟに㸪仮設住宅後の移転ඛについて、ࠕ移転ඛはỴまっ

たかࠖᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 9 に♧すように、どのୡ௦でも 7

๭前後のேがࠕはいࠖとᅇ⟅している。しかし、ྠ時にᅇ

⟅者の 2 ๭以上のேがࠕいいえࠖとᅇ⟅し、㸰年間を過ࡂ

た後でも依然として移転ඛがỴまらない≧態にあることを

♧している。

　さらに、ࠕ移転ඛの✀㢮ࠖをᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 10 に♧す

ように、඲యとしてはࠕ自力再建した自宅ࠖが半ᩘ㏆く（45

㸣）を༨め、ḟいでࠕ災害公営住宅 （ࠖ21㸣）、ࠕᮍᐃ （ࠖ19㸣）

となっている。しかし、年齢ูにぢると、65 ṓ以上の高齢

者ୡ௦と 64 ṓ以下の⌧ᙺୡ௦で大きく␗なる⤖ᯝがみら

れる。64 ṓ以下のୡ௦では自力再建が 67㸣を༨めるのに

対し、65 〜 74 ṓでは 33㸣、75 ṓ以上では 43㸣にとどま

っている。また、災害公営住宅の๭ྜは 65 ṓ以下では 8㸣

69

69

73

65

23

23

27

20

8

8

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

64歳以下

65-74歳

75歳以上

はい いいえ 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)

(n=49)

21

8

28

22

45

67

33

43

19

8

28

17

2

8

13

8

11

17

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

64歳以下

65-74歳

75歳以上

災害公営住宅 自力再建した自宅 未定 その他 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)

(n=49)

ᅗ �࠿ࡓࡋࡲりࡲ�仮設住宅後の⛣㌿ඛはỴࠉ

ᅗ ㌿ඛの✀㢮⛣�ࠉ�1

るが、᪂型コࣟ࢘ࢼィࣝスឤᰁ対⟇の影響もあり、スタࢵ

のゼ問活動がไ㝈された⤖ᯝ、௒ᅇの調査では支えྜいࣇ

ンターによるゼ問活動の影響を明らࢭート࣏ࢧンター㸭ࢭ

かにすることはできなかった。本᮶であれば、እ部の支援

団యと仮設住宅とのᶫΏしのᙺ๭も支えྜいࢭンター㸭ࢧ

࣏ートࢭンターには期待されていたが、対面での活動がไ

㝈された⤖ᯝ、それも難しいものとなったようである。し

かし、እ部団యによるイ࣋ントのお知らࡏや生活᝟ሗのᥦ

౪などは仮設住宅へのࢩࣛࢳの㓄ᕸやインターࢵࢿトでの

᝟ሗ発ಙを㏻ࡌて積ᴟ的に行われた。

�� 仮設住宅入居者の⌧≧と௒後の⛣㌿ඛ−ࢺ࣮ࢣࣥ࢔⤖ᯝ

のศᯒࢆ୰ᚰに−

ᅇ⟅者のᒓᛶࢺ࣮ࢣࣥ࢔����1

　以下では、アンケート調査の⤖ᯝに基づいて仮設住宅入

居者の⌧≧と௒後の移転ඛを明らかにしていく。なお、本

調査でᚓられた඲యのࢹータᩘは㝈られており、ಶࠎの仮

設住宅ࡈとのࢹータとしては㔞的調査の水‽を‶たすこと

は難しいとุ᩿したため、以下では基本的に඲యの㞟ィࢹ

ータを分ᯒに⏝いて、ಶࠎの仮設住宅の≉ᚩではなく、㸵

つの仮設住宅団地の඲య的な≉ᚩを♧すことにした。

　最ึに、ᅇ཰した調査⚊のᅇ⟅者の性ูと年齢について

ㄝ明する。性ูはᅗ 4 に♧すように⏨ዪ間で大きな違いは

ない。年齢はᅗ 5に♧すように、70ṓ௦が 47㸣と最も多く、

60 ṓ௦〜 80 ṓ௦が඲యの 74㸣を༨める。たࡔし、このᩘ

್はᅇ⟅者本ேに関するものであり、本ே以እのྠ居ᐙ᪘

の年齢については୙明である。�

　ḟにᅇ⟅者のୡᖏ㢮型を♧したᅗ 6 をぢると、一ே暮ら

しୡᖏが最も多く 59㸣となっている。これにኵ፬ୡᖏのみ

の 16㸣をྜわࡏるとྜィで 75㸣に㐩する。これらの一ே

暮らしୡᖏ 59㸣（29 ᡞ）のうち 53㸣（26 ᡞ）、およࡧኵ

፬のみୡᖏ 16㸣（8 ᡞ）のうち 14㸣（7 ᡞ）のᅇ⟅者が 60

ṓ以上であることをࡩまえると、一ே暮らしおよࡧኵ፬の

みୡᖏのᐙ᪘ᵓᡂဨの大半は高齢者であると᥎ᐹされる。

�����仮設住宅のᬽࡸࡋࡽすࡉ

　ḟに、仮設住宅の入居者にࠕ⌧ᅾの仮設住宅は暮らしや

すいかࠖという㉁問を行ったとこࢁ、ᅗ 7に♧すようにࠕ暮

らしやすい まあまあ暮らしやすいࠖとᛮっているேがࠕࠖ、

半ᩘ以上を༨めていることがわかる。この๭ྜは年齢ูに

みてもそれほど大きな違いはみられない。もっとも㸪඲ୡ

௦において↓ᅇ⟅の๭ྜが 2 ๭前後あるので᩿ᐃ的なこと

はゝえないが、半ᩘ以上のேは仮設住宅での暮らしをある

⛬ᗘ⫯ᐃ的にホ౯していることがわかる。

　そこで、ḟにࠕ暮らしやすいࠖおよࠕࡧ暮らしにくいࠖ

47%
53%

男性 女性

n=49

2%

6%

12%

6%

12%47%

15%

〜29歳 30歳代 40歳代
50歳代 60歳代 70歳代
80歳代

n=49

59%
16%

19%

6%

一人暮らし 夫婦のみ

二世代同居 その他

n=49

ᅗ ᅇ⟅者のᛶูࠉ� ᅗ �ᅇ⟅者のᖺ齢ࠉ� ᅗ ᅇ⟅者のୡ㢮㢮ᆺࠉ�

26

46

21

15

32

8

36

45

19

15

21

20

4

15

19

15

21

20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

64歳以下

65-74歳

75歳以上

暮らしやすい まあ暮らしやすい 少し暮らしにくい

暮らしにくい 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)

33

31

47

25

46

54

40

45

4

8

5

17

7

13

25

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

64歳以下

65-74歳

75歳以上

利用している 利用していない

利用したいができない 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)

ᅗ ࠿࠸すࡸࡋࡽ仮設住宅はᬽࠉ� ᅗ ࠿る࠸࡚ࡋ⏝฼ࢆ仮設住宅の㞟఍ᡤ࣭ㄯヰᐊࠉ�
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とᅇ⟅したேに、その理由をᑜࡡたとこࢁ、前者について

はࠕᐙ᪘が㏆くにいるから ㏆くに知りྜいが居てຓけࠕࠖ

ྜえるからࠖというᅇ⟅が多くᚓられたのに対し、後者に

ついてはࠕ㏆くに知りྜいがいないからࠖというᅇ⟅が多

くᚓられた。一方で、ࠕ㏆くにᗑがある㸭ないࠖやࠕ交㏻

の౽がⰋい㸭ᝏいࠖなどの生活⎔ቃのㅖ要因を暮らしやす

いかྰかの理由としてあࡆるேはᑡなかった。たࡔし、こ

れらの設問へのᅇ⟅においては↓ᅇ⟅の๭ྜが半ᩘあまり

にのࡰったため、ࠕ暮らしやすさࠖの理由については⪃ᐹ

の対象から㝖እした。

�����仮設住宅㞟఍ᡤの฼⏝に࡚࠸ࡘ

　ḟに、ࠕ仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊを⌧ᅾ฼⏝しているかࠖ

とᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 8 に♧すように、඲యでみるとࠕ฼⏝

していないࠖの意ぢが 46㸣と半ᩘ㏆くを༨めていることが

わかる。年齢ูにぢると、64 ṓ以下のୡ௦と 75 ṓ以上は

㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの฼⏝者が 25 〜 31㸣にとどまるが、65 ṓ

㹼 74 ṓは半ᩘ㏆くの 47㸣のேが㞟会ᡤ・ㄯヰᐊを฼⏝し

ていることがわかる。前㏙のように、㞟会ᡤやㄯヰᐊの฼

⏝は仮設住宅によって大きく␗なるので、一ᴫに඲య的な

ഴྥを一⯡化することはできないが、඲యとしては真備町

の仮設住宅において㞟会ᡤやㄯヰᐊが積ᴟ的に฼⏝されて

いるとはゝい難いഴྥがわかる。

���� 支࣮ࢱࣥࢭࢺ࣮࣏ࢧ࣭࣮ࢱࣥࢭ࠸ྜ࠼の฼⏝に࡚࠸ࡘ

　前㏙のように、支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターな

どの自἞య（倉敷市㸪岡山県）によって設⨨された支援ᶵ

関は、仮設住宅住民のおᅔりࡈと┦ㄯやヰし┦ᡭとしての

ᙺ๭が期待されているが、住民自身はこのような支援ᶵ関

についてどのように⪃えているのか、アンケートでᑜࡡて

みた。たࡔし、本⠇でྲྀり上ࡆるアンケート⤖ᯝにおいて

はࠕ↓ᅇ⟅ࠖやࠕわからないࠖの๭ྜが半ᩘ㏆くにのࡰっ

ており、ᩘ㔞的なアンケート⤖ᯝのみでㄝ明しうることは

㝈られている。そこで、このⅬについては後㏙のインタビ

ュー調査の㉁的な分ᯒで⿵㊊することとする。

　まず、ࠕᅔったときの┦ㄯ┦ᡭはㄡですかࠖとᑜࡡたと

こྠࠕ、ࢁ居しているᐙ᪘ るࡆ居しているᐙ᪘ࠖをᣲูࠕࠖ

ேが多く、支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターのスタࢵ

たேはࡆをᣲࣇ 64 ṓ以下のୡ௦のࡈく一部（8㸣）にとど

まった。そこで、ࠕ支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンター

に期待することࠖをᑜࡡたとこࠕ、ࢁ行ᨻの᝟ሗややりと

りの௙方を教えてほしいࠖという意ぢが最も多く、年齢ู

でみると高齢者ୡ௦ではࠕ⚟♴᝟ሗを教えてほしい ┦ࠕࠖ、

ㄯ┦ᡭになってほしい とࠖいった意ぢも一部でみられたが、

64 ṓ以下の⌧ᙺୡ௦ではࠕᅔっていることを行ᨻにఏえて

ほしいࠖという要ᮃのኌが⪺かれた（19㸣）。たࡔし、後

㏙のインタビュー調査によれば、そもそも支えྜいࢭンタ

ーや࣏ࢧートࢭンターを฼⏝したことがないし、よく知ら

ないというேもおり、必ずしもこのような公的な支援ᶵ関

のᏑᅾやᙺ๭が࿘知されていないようにᛮわれる。

　以上の⤖ᯝを㋃まえると、支えྜいࢭンターや࣏ࢧート

ンターなどの支援ᶵ関に対しては、その本᮶の┠的の㸯ࢭ

つであるおᅔりࡈと┦ㄯやヰし┦ᡭなどよりも、行ᨻから

の᝟ሗᥦ౪や行ᨻと住民のᶫΏしのようなᙺ๭が期待され

ているとゝえるࢁࡔう。

�����仮設住宅ࡽ࠿の⛣㌿ඛに࡚࠸ࡘ

　ḟに㸪仮設住宅後の移転ඛについて、ࠕ移転ඛはỴまっ

たかࠖᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 9 に♧すように、どのୡ௦でも 7

๭前後のேがࠕはいࠖとᅇ⟅している。しかし、ྠ時にᅇ

⟅者の 2 ๭以上のேがࠕいいえࠖとᅇ⟅し、㸰年間を過ࡂ

た後でも依然として移転ඛがỴまらない≧態にあることを

♧している。

　さらに、ࠕ移転ඛの✀㢮ࠖをᑜࡡたとこࢁ、ᅗ 10 に♧す

ように、඲యとしてはࠕ自力再建した自宅ࠖが半ᩘ㏆く（45

㸣）を༨め、ḟいでࠕ災害公営住宅 （ࠖ21㸣）、ࠕᮍᐃ （ࠖ19㸣）

となっている。しかし、年齢ูにぢると、65 ṓ以上の高齢

者ୡ௦と 64 ṓ以下の⌧ᙺୡ௦で大きく␗なる⤖ᯝがみら

れる。64 ṓ以下のୡ௦では自力再建が 67㸣を༨めるのに

対し、65 〜 74 ṓでは 33㸣、75 ṓ以上では 43㸣にとどま

っている。また、災害公営住宅の๭ྜは 65 ṓ以下では 8㸣

69
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65

23

23

27

20

8
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15
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64歳以下

65-74歳

75歳以上

はい いいえ 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)
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8
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64歳以下
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75歳以上

災害公営住宅 自力再建した自宅 未定 その他 無回答

(n=13)

(n=14)

(n=22)

(n=49)

ᅗ �࠿ࡓࡋࡲりࡲ�仮設住宅後の⛣㌿ඛはỴࠉ

ᅗ ㌿ඛの✀㢮⛣�ࠉ�1
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宅の入居期間はཎ๎的に㸰年間とᐃめられており、多くのୡᖏ

が 2021 年 3 月末までの㏥ཤを市ᙺᡤから求められていた。そ

のため、それまでに移転ඛをぢつけることができるかどうか、

この 5 ேの入居者は୙Ᏻな中でẖ日を過ࡈしていると㏙࡭て

いた。1R�22 のዪ性は、仮設住宅の㏥ཤ期㝈をできればあと㸯

年間のばしてḧしいと筆者にうったえていた。また、1R�23 の

ዪ性は再ᗘの災害公営住宅への応ເにྥけて大㔞の᭩㢮を‽

備しなければならないが、難しい᭩㢮が多くてよくわからな

いこと、再ᗘのᢳ㑅にはずれたሙྜは民間の㈤㈚住宅を᥈す

ほかないと㏙࡭ていた。

　本᮶ならば、こうした時のために前㏙の支えྜいࢭンター

や࣏ࢧートࢭンターなどの公的支援ᶵ関があるはずࡔが、௒

ᅇ、移転ඛがᮍᐃの上記 5 ேについては一ேもそれらの公的

支援ᶵ関に┦ㄯしたேはいなかった。一方、自宅再建をス࣒

ーࢬに進めたேたちの中には支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭ

ンターを฼⏝したことがあるேもᩘேいた。

とめࡲ���

　本研究では倉敷市真備町の 7 地区の仮設住宅を対象として

入居者へのアンケート調査およࡧインタビュー調査を㏻ࡌて、

仮設住宅の暮らしやすさのホ౯と、仮設住宅㞟会ᡤの฼⏝≧

ἣ、公的支援ᶵ関の฼⏝≧ἣ、およࡧ仮設住宅後の移転ඛに

ついてのぢ㏻しを᳨ウすることで、≉に復興後期の仮設住宅

において入居者が直面している問題と支援のあり方について

᳨ウすることをヨみた。本研究で明らかになったⅬを以下に

まとめる。

　1)�真備町の仮設住宅ではすでに半ᩘ以上の入居者が㏥ཤし

てしまったとこࢁもあり、7 仮設住宅のうち 5 仮設住宅が 6 ๭

以上の✵きᐊ⋡を♧しており、඲యとして✵きᐊ⋡が高い≧

ἣである。

　2)�仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊで㛤ദされている୺なイ࣋ン

トは、仮設住宅の住民自身の୺ദによるものと、እ部の࣎ࣛ

ンティア団యや市民団యの୺ദによるもの、市ᙺᡤや社会⚟

♴༠㆟会の୺ദによるものに区分されるが、✵きᐊ⋡がపい

仮設住宅ではẚ㍑的活発にイ࣋ントが㛤ദされ、㞟会ᡤ・ㄯ

ヰᐊも積ᴟ的に฼⏝されていたのに対し、✵きᐊ⋡が高い仮

設住宅ではイ࣋ントもあまり㛤ദされず、㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの

฼⏝もప調にとどまるഴྥがみられた。

　3)�倉敷市の支えྜいࢭンターと岡山県の࣏ࢧートࢭンター

による仮設住宅住民の支援活動は、コࣟࢼ⚝の影響もあり、

仮設住宅のᡞูゼ問とそこでのぢᏲりやおᅔりࡈと┦ㄯなど

についてはあまり活発な活動はみられなかったが、イ࣋ント

のお知らࡏや生活᝟ሗのᥦ౪などは継続して行われていた。

　4) アンケートᅇ⟅者のᒓ性分ᯒから、真備町の仮設住宅で

は、高齢者の๭ྜが඲యの 7 ๭以上を༨め、また一ே暮らし

やኵ፬のみのୡᖏが多ᩘを༨めることが明らかとなった。

　5)�アンケートで仮設住宅の暮らしやすさをᑜࡡたとこࢁ、

半ᩘ以上のேは仮設住宅での暮らしをある⛬ᗘ⫯ᐃ的にホ౯

していることがわかった。

　6)�仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの฼⏝については、仮設住宅

の違いや年齢ᒙの違いによってⱝᖸのഴྥの違いがぢられる

が、඲యとしては半ᩘあまりのேが㞟会ᡤやㄯヰᐊを฼⏝し

ていないことがわかった。

　7)�支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターなどの支援ᶵ関に

対して、仮設住宅住民はその本᮶の┠的の㸯つであるおᅔり

と┦ㄯやヰし┦ᡭなどよりも、行ᨻからの᝟ሗᥦ౪や行ᨻࡈ

と住民のᶫΏしのようなᙺ๭を期待しているᵝ子がうかがえ

た。

　8)�仮設住宅後の移転ඛについては、7 ๭前後のேが移転ඛ

がỴまっているが、ྠ時に 2 ๭以上のேは依然として移転ඛ

がỴまらない≧態にあることが明らかとなった。

　9）インタビュー⤖ᯝからは、25 ே中 5 ேが仮設住宅後の移

転ඛがᮍᐃであること、その理由は災害公営住宅のᢳ㑅には

ずれてしまったこと、あるいは再建ணᐃの自宅敷地に㐨路工

஦がかかっているため、その工஦が⤊஢するまでは自宅を建

てることができないことなどがᣲࡆられていた。これらのேࠎ

はいずれもᐃめられた仮設住宅の㏥ཤ期㝈までにḟの移転ඛ

をぢつけることができるかどうか、୙Ᏻな日ࠎを過ࡈしてい

ることがわかった。

　2018 年 7 月豪雨災害から 2 年あまりが過ࡂた時Ⅼで、真備

町の仮設住宅においては多くのேが移転し、⌧ᅾも仮設住宅

に残っているேࠎはேᩘ的にはかなりᑡなくなってきた。そ

うした中で、㸰年間という仮設住宅の入居期間はḟ➨に⤊わ

りに㏆づいてきており、≉に経῭的にཝしい≧ἣにある高齢

者は୙Ᏻなẖ日を㏦っているのが実᝟である。経῭的にవ⿱

のあるேやᐙ᪘からの㈨㔠的な支援がᚓられるሙྜには自宅

再建もྍ⬟であるが、それが難しいሙྜには災害公営住宅か

民間の㈤㈚住宅を㑅ばࡊるをᚓない。しかし災害公営住宅に

はᩘに㝈りがあるため、入居はᢳ㑅となってしまい、それに

はずれたேたちは移転ඛの┠ฎが立たなくなってしまうので

ある。☜かに、2020 年の時Ⅼにおいて被災後からすでに 2 年

あまりがたち、被災地の復興は┠にぢえるᙧで進んでいるが、

最後に仮設住宅に残されたேたちは、依然としてඛのぢ㏻し

が立たない中で୙Ᏻにⱔまれているのである。

　とりわけ㏆年のコࣟࢼ⚝の中で公的支援ᶵ関によるᡞูゼ

問やおᅔりࡈと┦ㄯ、あるいはእ部団యによる࣎ࣛンティア

にとどまるのに対し、65 〜 74 ṓでは 28㸣、75 ṓ以上では

22㸣にのࡰっている。やはり高齢者ୡ௦にとって、多㢠の

ࣟーンを⫼㈇うことになる自宅の自力再建は難しく、災害

公営住宅を㑅ばࡊるをᚓないேが多いことが᥎ᐹされる。

���高齢者がᢪ࠼る୙Ᏻ−࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖⤖ᯝのศᯒࡽ࠿−

以上のように、アンケート調査の⤖ᯝからは、過半ᩘのࠉ

入居者が転出して、✵きᐊ⋡も 60㸣を㉸えている復興後期

の仮設住宅においては、半ᩘ以上のேは仮設住宅での暮ら

しをある⛬ᗘ⫯ᐃ的にホ౯している一方で、඲యとして㞟

会ᡤやㄯヰᐊの฼⏝はあまり多くなく、また支えྜいࢭン

ターや࣏ࢧートࢭンターなどの公的な支援ᶵ関に対しては

ᅔったときの┦ㄯ┦ᡭࠖというよりも行ᨻからの᝟ሗᥦࠕ

౪や行ᨻと住民のᶫΏしのようなᙺ๭が期待されているこ

と、ᅇ⟅者の 2 ๭以上のேが依然として仮設住宅後の移転

ඛがỴまらない≧態にあることなどが明らかになった。そ

こで、本⠇ではこのようなഴྥをಶࠎの入居者へのインタ

ビュー調査の⤖ᯝからよりලయ的に明らかにする。

　⾲ 9 にインタビュー調査の⤖ᯝ、明らかになった入居者

の移転ඛをまとめた。これによると、インタビュー対象者

25 ே中、13 ேが自宅再建により᮶年ᗘまでには仮設住宅

を転出するணᐃであり、6 ேが災害公営住宅へ入居ணᐃ、

1 ேがඖ住んでいた市営住宅にᡠるணᐃ、そして 5 ேが移

転ඛᮍᐃのままとなっている。この移転ඛᮍᐃの 5 ேにつ

いて、その理由をヲしくぢると、5 ே中 4 ேが災害公営住

宅の応ເのᢳ㑅ではずれてしまったことにより、移転ඛの

┠ฎが立たなくなったとᅇ⟅している。一方、5 ேのうち

1 ே（1R�21）はඖの住ᡤでの自宅再建を希ᮃしているが、

半ቯした自宅を㈨㔠୙㊊のためにまࡔゎయできていない。

さらに、自宅敷地の一部が㐨路工஦にかかるணᐃであり、

この工஦が⤊わらないと自宅建設に╔ᡭできないため、い

つ工஦が⤊わるかわからず、それまでは仮設住宅に住み続

けるほかないとᅇ⟅している。ྠᵝの指摘は自宅再建をண

ᐃしている 1R�2 についてもྠᵝであり、自宅再建ணᐃ地

の区⏬ᩚ理が⤊஢しないと自宅を建設できないため、それ

までは仮設住宅をでられないという。

　このように、25 ே中 5 ேが移転ඛの┠ฎが立たずに、௒

後もしばらくは仮設住宅に住み続けࡊるをᚓない。仮設住

⾲ �入居者の⛣㌿ඛࡓぢࡽ࠿ᯝ⤖࣮ࣗࣅࢱࣥ࢖ࠉ

筆者がおこなったインタビュー調査よりసᡂ

No. 性別 年齢 世帯 その他

1 男 80代 独居 ○ 自宅再建

2 男 70代 独居 △ 自宅再建 区画整理事業の完了待ち

3 男 70代 独居 ○ 自宅再建

4 女 70代 独居 ○ 自宅再建

5 男 70代 独居 ○ 自宅再建

6 男 70代 独居 ○ 自宅再建 娘が建ててくれた

7 女 70代 独居 ○ 自宅再建 固定資産税が倍増するため被災者には厳しい

8 女 60代 独居 ○ 自宅再建 息子が建ててくれた

9 女 70代 夫婦 ○ 自宅再建

10 女 70代 夫婦 ○ 自宅再建

11 女 70代 夫婦 ○ 自宅再建

12 女 70代 夫婦 ○ 自宅再建

13 女 60代 夫婦+母 ○ 自宅再建

14 女 80代 独居 ○ 災害公営住宅 年金で家賃を払う予定

15 女 80代 夫婦 ○ 災害公営住宅

16 男 70代 父娘 ○ 災害公営住宅

17 女 70代 独居 ○ 災害公営住宅

18 男 70代 夫婦 ○ 災害公営住宅

19 男 60代 独居 ○ 災害公営住宅

20 女 70代 独居 ○ 元の市営住宅

21 女 80代 独居 × 未定
自宅再建を希望しているが、敷地にかかる道路

工事工事が終わらないと自宅を建てられない

22 女 70代 独居 × 未定
災害公営住宅の入居を希望しているが、抽選を

受けられなかったために先の見通しが立たない

23 女 70代 独居 × 未定
災害公営住宅の抽選にはずれた。再度応募する

が、はずれたら民間の賃貸を探すしかない。

24 女 70代 独居 × 未定
災害公営住宅に入りたいが抽選にはずれたた

め、今後の住まいの見通しが立たない

25 男 70代 独居 × 未定
災害公営住宅の2度目の抽選を受けるが、それが

はずれたら、みなし仮設に住む予定

移転先
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宅の入居期間はཎ๎的に㸰年間とᐃめられており、多くのୡᖏ

が 2021 年 3 月末までの㏥ཤを市ᙺᡤから求められていた。そ

のため、それまでに移転ඛをぢつけることができるかどうか、

この 5 ேの入居者は୙Ᏻな中でẖ日を過ࡈしていると㏙࡭て

いた。1R�22 のዪ性は、仮設住宅の㏥ཤ期㝈をできればあと㸯

年間のばしてḧしいと筆者にうったえていた。また、1R�23 の

ዪ性は再ᗘの災害公営住宅への応ເにྥけて大㔞の᭩㢮を‽

備しなければならないが、難しい᭩㢮が多くてよくわからな

いこと、再ᗘのᢳ㑅にはずれたሙྜは民間の㈤㈚住宅を᥈す

ほかないと㏙࡭ていた。

　本᮶ならば、こうした時のために前㏙の支えྜいࢭンター

や࣏ࢧートࢭンターなどの公的支援ᶵ関があるはずࡔが、௒

ᅇ、移転ඛがᮍᐃの上記 5 ேについては一ேもそれらの公的

支援ᶵ関に┦ㄯしたேはいなかった。一方、自宅再建をス࣒

ーࢬに進めたேたちの中には支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭ

ンターを฼⏝したことがあるேもᩘேいた。

とめࡲ���

　本研究では倉敷市真備町の 7 地区の仮設住宅を対象として

入居者へのアンケート調査およࡧインタビュー調査を㏻ࡌて、

仮設住宅の暮らしやすさのホ౯と、仮設住宅㞟会ᡤの฼⏝≧

ἣ、公的支援ᶵ関の฼⏝≧ἣ、およࡧ仮設住宅後の移転ඛに

ついてのぢ㏻しを᳨ウすることで、≉に復興後期の仮設住宅

において入居者が直面している問題と支援のあり方について

᳨ウすることをヨみた。本研究で明らかになったⅬを以下に

まとめる。

　1)�真備町の仮設住宅ではすでに半ᩘ以上の入居者が㏥ཤし

てしまったとこࢁもあり、7 仮設住宅のうち 5 仮設住宅が 6 ๭

以上の✵きᐊ⋡を♧しており、඲యとして✵きᐊ⋡が高い≧

ἣである。

　2)�仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊで㛤ദされている୺なイ࣋ン

トは、仮設住宅の住民自身の୺ദによるものと、እ部の࣎ࣛ

ンティア団యや市民団యの୺ദによるもの、市ᙺᡤや社会⚟

♴༠㆟会の୺ദによるものに区分されるが、✵きᐊ⋡がపい

仮設住宅ではẚ㍑的活発にイ࣋ントが㛤ദされ、㞟会ᡤ・ㄯ

ヰᐊも積ᴟ的に฼⏝されていたのに対し、✵きᐊ⋡が高い仮

設住宅ではイ࣋ントもあまり㛤ദされず、㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの

฼⏝もప調にとどまるഴྥがみられた。

　3)�倉敷市の支えྜいࢭンターと岡山県の࣏ࢧートࢭンター

による仮設住宅住民の支援活動は、コࣟࢼ⚝の影響もあり、

仮設住宅のᡞูゼ問とそこでのぢᏲりやおᅔりࡈと┦ㄯなど

についてはあまり活発な活動はみられなかったが、イ࣋ント

のお知らࡏや生活᝟ሗのᥦ౪などは継続して行われていた。

　4) アンケートᅇ⟅者のᒓ性分ᯒから、真備町の仮設住宅で

は、高齢者の๭ྜが඲యの 7 ๭以上を༨め、また一ே暮らし

やኵ፬のみのୡᖏが多ᩘを༨めることが明らかとなった。

　5)�アンケートで仮設住宅の暮らしやすさをᑜࡡたとこࢁ、

半ᩘ以上のேは仮設住宅での暮らしをある⛬ᗘ⫯ᐃ的にホ౯

していることがわかった。

　6)�仮設住宅の㞟会ᡤ・ㄯヰᐊの฼⏝については、仮設住宅

の違いや年齢ᒙの違いによってⱝᖸのഴྥの違いがぢられる

が、඲యとしては半ᩘあまりのேが㞟会ᡤやㄯヰᐊを฼⏝し

ていないことがわかった。

　7)�支えྜいࢭンターや࣏ࢧートࢭンターなどの支援ᶵ関に

対して、仮設住宅住民はその本᮶の┠的の㸯つであるおᅔり

と┦ㄯやヰし┦ᡭなどよりも、行ᨻからの᝟ሗᥦ౪や行ᨻࡈ

と住民のᶫΏしのようなᙺ๭を期待しているᵝ子がうかがえ

た。

　8)�仮設住宅後の移転ඛについては、7 ๭前後のேが移転ඛ

がỴまっているが、ྠ時に 2 ๭以上のேは依然として移転ඛ

がỴまらない≧態にあることが明らかとなった。

　9）インタビュー⤖ᯝからは、25 ே中 5 ேが仮設住宅後の移

転ඛがᮍᐃであること、その理由は災害公営住宅のᢳ㑅には

ずれてしまったこと、あるいは再建ணᐃの自宅敷地に㐨路工

஦がかかっているため、その工஦が⤊஢するまでは自宅を建

てることができないことなどがᣲࡆられていた。これらのேࠎ

はいずれもᐃめられた仮設住宅の㏥ཤ期㝈までにḟの移転ඛ

をぢつけることができるかどうか、୙Ᏻな日ࠎを過ࡈしてい

ることがわかった。

　2018 年 7 月豪雨災害から 2 年あまりが過ࡂた時Ⅼで、真備

町の仮設住宅においては多くのேが移転し、⌧ᅾも仮設住宅

に残っているேࠎはேᩘ的にはかなりᑡなくなってきた。そ

うした中で、㸰年間という仮設住宅の入居期間はḟ➨に⤊わ

りに㏆づいてきており、≉に経῭的にཝしい≧ἣにある高齢

者は୙Ᏻなẖ日を㏦っているのが実᝟である。経῭的にవ⿱

のあるேやᐙ᪘からの㈨㔠的な支援がᚓられるሙྜには自宅

再建もྍ⬟であるが、それが難しいሙྜには災害公営住宅か

民間の㈤㈚住宅を㑅ばࡊるをᚓない。しかし災害公営住宅に

はᩘに㝈りがあるため、入居はᢳ㑅となってしまい、それに

はずれたேたちは移転ඛの┠ฎが立たなくなってしまうので

ある。☜かに、2020 年の時Ⅼにおいて被災後からすでに 2 年

あまりがたち、被災地の復興は┠にぢえるᙧで進んでいるが、

最後に仮設住宅に残されたேたちは、依然としてඛのぢ㏻し

が立たない中で୙Ᏻにⱔまれているのである。

　とりわけ㏆年のコࣟࢼ⚝の中で公的支援ᶵ関によるᡞูゼ

問やおᅔりࡈと┦ㄯ、あるいはእ部団యによる࣎ࣛンティア
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1. 序論
1.1. 研究の背景
 急速な少子化、未婚化により、今後我々が直面する時

代は、「子をもつ高齢者が少ない時代」である。介護保険
制度が普及し、身体介護や生活援助については、介護保
険サービスを用いることができるようになっている。し
かし、精神的な支援については、未だ「子」が担ってい
る注1。「子をもつ高齢者が少ない時代」において、精神的
な支援については、「知人・友人」による相互支援が重要
となる。
高齢者グループリビング（以下 EGL）は、10 人程度

の高齢者の共同居住である注2。独居の孤独を解消し、食
事を共にする機会を持ち、身体機能の低下により、外出
に制約がある高齢期においても、日々の居住者同士の交
流が期待できる。若年層に近年普及したシェア居住と同
様、複数の個室と共用のキッチン・浴室等で構成される。
食事づくりや共用部の清掃を外部委託したり、運営者が
生活サービス費を徴収し担うことが多い。他に高齢者事

業を担う運営団体が運営を担うこともあれば、高齢者グ
ループリビングのみを運営する運営団体も存在する。常
駐のスタッフは、日中のみ配置したり、隣接する施設の
職員が兼任するものもある。夜間は不在である。
高齢者施設や高齢者住宅と類似するが、効率的に介護

をうけることを目的とした集住ではなく、居住者間の交
流を目的とする点で大きく異なる。居住者は制約が少な
く、自立した暮らしを希求している。居住者は自立した
存在として扱われ 、居住者会議などに参加し、自ら生活
を構築している。大半の高齢者が自らの選択でこの住ま
い方を選んでおり、非常に満足度の高いことが確認され
ている注3。日常生活おいて、高齢者の主体性や社会性が
維持されることから、健康寿命の延伸効果が期待できる。
この住まい方の有用性については、家族社会学、社会

福祉学、老年社会学などさまざまな学際的な視点からの
解明が期待される。建築学においては、高齢者施設や高
齢者住宅、あるいは高齢者の住まいと比較し、社会のニー
ズに応える住まい方の一つとして、その実態を明らかに

高齢者グループリビングの居住者が考える
認知症発症時における居住限界と相互扶助の実態

The Limit of Elderly Shared Housing That Residents Conceive at The Onset of Dementia
and The Reality of Mutual Supports

The research question of this paper is below, where is the limit of elderly shared housing that 

residents conceive, and what kind of mutual supports actually being performed. We conduct a 

survey among 28 residents and 7 operators of seven EGLs(elderly shared housing) in Japan. The 

research methods is a self-administered questionnaire, semi-structured personal interviews. As 

a result, the limit of EGLs is not onset of dementia. It depends on the elderly personality and the 

relationship with residents. If dementia onset occurred, they provided very trivial mutual support, 

and they could keep living at the EGL. 

キーワード：認知症　高齢者　グループリビング　相互扶助
Keywords : Dementia, Elderly, Elderly shared housing, Mutual support

○宮野 順子 *1

MIYANO  Junko

*1　武庫川女子大学　准教授・博士 (工学 ) Associate professor, Mukogawa woman's University, Dr.Eng

も⃭ῶし、࣐スコミの関心もప下していく中で、仮設住宅に

暮らすேࠎは大きなྲྀࠕり残されឤࠖをឤࡌているように、

筆者にはឤࡌられた。

　このような復興後期の段階において仮設住宅の住民が直面

している問題をゎỴするために必要とᛮわれることを、本✏

の⤖ᯝを㋃まえて最後にิᣲしておきたい。㸯）よりᰂ㌾な

仮設住宅の入居期間の設ᐃ（ᘏ㛗）や、㸰）きめ⣽やかな┦

ㄯయไの☜立（おᅔりࡈと┦ㄯやᡞูゼ問など）、㸱）より㏱

明性の高い被災者ྥけ住宅ᨻ⟇（㈨㔠⿵ຓ等をྵࡴ）のᒎ㛤、

そして、㸲）被災者を孤立さࡏないための࣎ࣛンティア活動や

交流会などの市民ཧຍ型の支援活動の活発化などが求められ

るࢁࡔう。す࡭ての被災地は、被災直後から復興最盛期を経て、

復興後期における仮設住宅の㛢㙐を経㦂ࡊࡏるをᚓない。ど

のようにして、被災者を仮設住宅後の住まいにス࣒ーࢬにつ

なࡆてࡺくのかという問題は、もっと真๢に㆟ㄽされる࡭き

であࢁう。被災したேࠎがᏳ心して暮らすことができるよう

になるまで、筆者も継続的な調査・研究をおこない、本ᙜに

必要とされる支援の方㏵を᥈っていきたいと⪃えている。

ㅰ㎡ࠉコࣟࢼ⚝のཝしい≧ἣにもかかわらず㸪調査にࡈ༠力いたࡔいた真備

町の仮設住宅のⓙᵝに心からお♩⏦し上ࡆます㸬また⌧地調査にཧຍしてく

れた香川大学創造工学部༞ᴗ生の大す෤ᜤẶ㸪ⓑ஭ឡ஀Ặ㸪⧙本ᑦᶞẶ㸪༓

ⴥㄔஓẶにも㸪このሙを೉りてお♩⏦し上ࡆます㸬

ὀ

ὀ 1）実㝿には、東日本大震災でも 2018 年 7 月豪雨災害においても、仮設住

宅の౪与期間はఱᗘもᘏ㛗されている。

ὀ 2）岡山県内では倉敷市のࠕ支えྜいࢭンターࠖと⥲社市のࠕ⥲社市ᙺᡤ

被災者ᐤりῧいᐊࠖが被災者ぢᏲり・┦ㄯ支援஦ᴗを実᪋するࢭンターとし

て୧市によって設⨨され、岡山県はこれらの後方支援を行うᶵ関としてࢧࠕ

࣏ートࢭンターࠖを設⨨した。なお㸪ࠕ支えྜいࢭンターࠖの㐠営は倉敷市が

倉敷市社会⚟♴༠㆟会にጤクしている。

ὀ 3）日本㉥༑Ꮠ社がసᡂしたࠗ応急仮設住宅の設⨨に関する࢞イドࣛイン࠘
文 19) によれば、仮設住宅における設⨨ᡞᩘが 50 ᡞ以上のሙྜ、居住者の㞟会

等に฼⏝するための᪋設として㞟会ᡤを設⨨できるが、設⨨ᡞᩘが 50 ᡞᮍ‶

のሙྜもよりᑠつᶍなㄯヰᐊを設けることができるとされる。

ὀ 4）௒ᅇのアンケート調査では、筆者らがアンケート⏝⣬を㓄ᕸするため

にᡞูゼ問した時に、ᅾ宅しているにもかかわらず㏉஦がなかったり、ある

いはࠕどうࡏఱもኚわらないから からࠖというྰᐃ的なᅇࡔゝっても↓㥏ࠕࠖ

⟅とともに調査を᩿られることもあった。仮設入居者のこのようなྰᐃ的な

態ᗘの⫼ᬒを明らかにすることは、≉に復興後期の仮設住宅の問題を⪃える

うえで重要とᛮわれるが、௒ᅇの調査ではその要因に㏕ることはできなかっ

た。௒後の課題としたい。

ὀ 5）⾲ 8 のリストはྛ仮設住宅の㞟会ᡤおよࡧㄯヰᐊでの㛤ദが☜認でき

たものࡔけであり、⪺きྲྀりやࢵࢿト᝟ሗによればこれら以እにもᡞูゼ問

┦ㄯや野እイ࣋ント、࢜ンࣛインイ࣋ントなどのྛ✀イ࣋ントが㛤ദされた

ようであるが、それらは⌧地で☜認できなかったため㸪このリストにはྵま

れていない㸬。
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� その 2) 㸫阪神・淡路大震災における応急仮設住宅居住者を౛として㸫 㺁 日

本建築学会大会学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 �)�1�SS�69�70�1996�7

文 15）高ᶫᬛ香子ほか 2 応急仮設住宅と災害復興公営住宅における孤ࠕྡ

独死の実態と居住⎔ቃに関する研究ࠖ日本建築学会大会学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 �)�

1�SS�1513�1514�2005�7

文 16）⏣中ṇேほか㸰ྡࠕ応急仮設住宅におけるࠕ孤独死ࠖの発生実態とそ

の⫼ᬒࠖ日本建築学会ィ⏬⣔ㄽ文㞟�75�654)��1815�1823��2010�8

文 17）中島美登子ほかࠕ仮設住宅における高齢者の孤立化防Ṇに関する研究

　その㸯Ѹ高齢者の交流≧ἣとコミュニティ活動に╔┠してѸࠖ日本建築学会

住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽ文㞟 ��8��SS�25�34��2013�12

文 18）中島美登子ほかࠕ仮設住宅における高齢者の交流≧ἣと復興公営住宅

への意識Ѹ仮設住宅における高齢者の孤立化防Ṇに関する研究　その 2 Ѹࠖ日

本建築学会住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽ文㞟 ��9��SS�133�142��2014�12

文 19）日本㉥༑Ꮠ社஦ᴗᒁᩆㆤ・⚟♴部ࠗ応急仮設住宅の設⨨に関する࢞イ

ドࣛイン࠘日本㉥༑Ꮠ社㸪2008 年

　KWWSV���ZZZ�MUF�RU�MS�YFPVBOI�RXN\XXBJXLGHOLQH�SGI（最⤊㜀ぴ日 2021

年 8 月 11 日）
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